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規

則

令
和
三
年
一
月
の
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す

べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
四
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
六
十
二
号

令
和
三
年
一
月
の
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
及
び
こ
れ
に

対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

令
和
三
年
一
月
の
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す

べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
令
和
三
年
東
京
都
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
の
見
出
し
中
「
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
」
を
「
東
京
都
特
定

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
」
に
改
め
、
同
条
中
「
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
事
態
と
し
て
」
を
「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
と
し
て
」
に
改
め
、

「
（
条
例
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削

り
、
「
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
発
生
日
」
を
「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
発
生
日
」
に
改
め
る
。

第
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
」
を

「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
」
に
改
め
る
。

第
四
条
及
び
第
五
条
中
「
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
」
を
「
東
京
都
特

定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
三
年
四
月
の
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す

べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
四
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
規
則
第
二
百
六
十
三
号

令
和
三
年
四
月
の
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
及
び
こ
れ
に

対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

令
和
三
年
四
月
の
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す

べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
令
和
三
年
東
京
都
規
則
第
二
百
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
」
を
「
東
京
都
特
定

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
」
に
改
め
、
同
条
中
「
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
事
態
と
し
て
」
を
「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
と
し
て
」
に
、
「
東
京

都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
発
生
日
」
を
「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
緊
急
事
態
発
生
日
」
に
改
め
る
。

第
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
」
を

「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
」
に
改
め
る
。

第
四
条
及
び
第
五
条
中
「
東
京
都
特
定
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
」
を
「
東
京
都
特

定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
地
域
医
療
医
師
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
四
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
六
十
四
号

東
京
都
地
域
医
療
医
師
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
地
域
医
療
医
師
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
東
京
都
規
則
第
百
六
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
（
条
例
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
「
及
び
第
十
八

条
第
四
号
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
二
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
三
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
、
第
八
号
様
式
か
ら
第
九
号
様
式
の
二
ま
で
、
第
十
一
号

様
式
か
ら
第
十
二
号
様
式
ま
で
、
第
十
四
号
様
式
及
び
第
十
五
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
十
六
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、

「（
２
）
に

」
を
「（

３
）
に

」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
七
号
様
式
中
「印

」
を
削
り
、

「

」
を

「

」
に
改

め
る
。

別
記
第
十
八
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
十
九
号
様
式
中
「条

例
第
１
９
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
３
条
第
５
号

」
を
「条

例
第

１
８
条
第
４
号

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
号
様
式
、
第
二
十
二
号
様
式
、
第
二
十
三
号
様
式
、
第
二
十
五
号
様
式
及
び
第
二
十
六

号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
地
域
医
療
医
師
奨
学
金
貸
与
条
例

施
行
規
則
の
様
式
（
こ
の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存

す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
公
布
す
る
。
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令
和
三
年
六
月
十
四
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
六
十
五
号

東
京
都
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

東
京
都
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
東
京
都

規
則
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
中
「
第
九
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
条
を
第
十
一
条

と
し
、
第
九
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
第
五
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で

を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
衛
生
管
理
等
）

第
五
条

条
例
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
係
る
対
策
を
検
討
す
る
た
め
の
委
員
会
を

定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
職
員
に
十
分
に
周
知
す
る
こ
と
。

二

感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染

症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

２

前
項
第
一
号
の
委
員
会
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
第
六
条
第
二
項
及
び
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
及
び
第
十
一
条
第
二

項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
四
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
六
十
六
号

東
京
都
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
運
営
規
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
百
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
項
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
四
項
」
を
「
附
則
第
八
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
の
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
基
金
事
業
貸
付
金
の

償
還
方
法
の
特
例
に
関
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
四
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
六
十
七
号

東
京
都
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
の
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
基
金
事

業
貸
付
金
の
償
還
方
法
の
特
例
に
関
す
る
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四

百
十
三
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
の
二
及
び
附
則
第
二
条
の
三
並
び
に
東
京
都
介

護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
三
十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い

う
。
）
附
則
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

（
償
還
期
限
の
延
長
の
申
請
）

第
二
条

令
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
基
金
事

業
貸
付
金
の
償
還
期
限
の
延
長
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
別
区
及
び
市
町
村
（
以
下
「
区
市
町

村
」
と
い
う
。
）
は
、
知
事
が
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
基
金

事
業
貸
付
金
償
還
期
限
の
延
長
適
用
申
請
書
（
令
和
十
一
年
度
償
還
期
限
用
）
（
別
記
第
一
号
様

式
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
基
金
事
業
貸
付
金
（
地
方
債
）
償
還
計
画
書
（
令
和
十

一
年
度
償
還
期
限
用
）
（
別
記
第
二
号
様
式
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２

令
附
則
第
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
基
金
事
業
貸

付
金
の
償
還
期
限
の
延
長
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
区
市
町
村
は
、
知
事
が
定
め
る
期
日
ま
で
に
、

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
基
金
事
業
貸
付
金
償
還
期
限
の
延
長
適
用
申
請
書
（
令
和
十

四
年
度
償
還
期
限
用
）
（
別
記
第
三
号
様
式
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
申
請
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
基
金
事
業
貸
付
金
（
地
方
債
）
償
還
計
画
書
（
令
和
十

四
年
度
償
還
期
限
用
）
（
別
記
第
四
号
様
式
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

３

令
附
則
第
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
基
金
事
業
貸

付
金
の
償
還
期
限
の
延
長
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
区
市
町
村
は
、
知
事
が
定
め
る
期
日
ま
で
に
、

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
基
金
事
業
貸
付
金
償
還
期
限
の
延
長
適
用
申
請
書
（
令
和
十

四
年
度
償
還
期
限
用
）
（
別
記
第
五
号
様
式
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
申
請
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
基
金
事
業
貸
付
金
（
地
方
債
）
償
還
計
画
書
（
令
和
十

四
年
度
償
還
期
限
用
）
（
別
記
第
六
号
様
式
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

４

令
附
則
第
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
基
金
事
業
貸

付
金
の
償
還
期
限
の
延
長
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
区
市
町
村
は
、
知
事
が
定
め
る
期
日
ま
で
に
、

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
基
金
事
業
貸
付
金
償
還
期
限
の
延
長
適
用
申
請
書
（
令
和
十

七
年
度
償
還
期
限
用
）
（
別
記
第
七
号
様
式
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
申
請
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
基
金
事
業
貸
付
金
（
地
方
債
）
償
還
計
画
書
（
令
和
十

七
年
度
償
還
期
限
用
）
（
別
記
第
八
号
様
式
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
償
還
期
限
の
延
長
の
決
定
）

第
三
条

知
事
は
、
前
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
申
請
書
及
び
添
付
書

類
を
審
査
の
上
、
適
当
と
認
め
る
と
き
は
償
還
期
限
の
延
長
を
決
定
し
、
当
該
区
市
町
村
に
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。

（
償
還
期
限
の
延
長
を
行
っ
た
場
合
の
各
年
度
の
償
還
額
の
算
定
方
法
）

第
四
条

条
例
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
条
例
第
六
条
に
規
定
す
る
東
京
都
規
則

で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

額
を
償
還
す
る
方
法
と
す
る
。

区

分

償

還

額

令
和
六
年
度
に
償
還
す
る
額

当
該
区
市
町
村
に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和

五
年
度
ま
で
の
基
金
事
業
貸
付
金
（
以
下
「
令

和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
貸
付
金
」

と
い
う
。
）
の
額
の
六
分
の
一
に
相
当
す
る
額

以
上
の
額

令
和
六
年
度
及
び
令
和
七
年
度
に
償
還
す

る
額
の
合
算
額

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
六
分
の
二
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
期

間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
六
分
の
三
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
九
年
度
ま
で
の
期

間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
六
分
の
四
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
期

間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
六
分
の
五
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

第
五
条

条
例
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
条
例
第
六
条
に
規
定
す
る
東
京
都
規
則

で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

額
を
償
還
す
る
方
法
と
す
る
。

区

分

償

還

額

令
和
六
年
度
に
償
還
す
る
額

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
一
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
六
年
度
及
び
令
和
七
年
度
に
償
還
す

る
額
の
合
算
額

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
二
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
期

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
貸
付
金
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間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

の
額
の
九
分
の
三
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
九
年
度
ま
で
の
期

間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
四
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
期

間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
五
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
一
年
度
ま
で
の

期
間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
六
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
二
年
度
ま
で
の

期
間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
七
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
三
年
度
ま
で
の

期
間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
八
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

第
六
条

条
例
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
条
例
第
六
条
に
規
定
す
る
東
京
都
規
則

で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

額
を
償
還
す
る
方
法
と
す
る
。

区

分

償

還

額

令
和
九
年
度
に
償
還
す
る
額

当
該
区
市
町
村
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和

八
年
度
ま
で
の
基
金
事
業
貸
付
金
（
以
下
「
令

和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
貸
付
金
」

と
い
う
。
）
の
額
の
六
分
の
一
に
相
当
す
る
額

以
上
の
額

令
和
九
年
度
及
び
令
和
十
年
度
に
償
還
す

る
額
の
合
算
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
六
分
の
二
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
九
年
度
か
ら
令
和
十
一
年
度
ま
で
の

期
間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
六
分
の
三
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
九
年
度
か
ら
令
和
十
二
年
度
ま
で
の

期
間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
六
分
の
四
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
九
年
度
か
ら
令
和
十
三
年
度
ま
で
の

期
間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
六
分
の
五
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

第
七
条

条
例
附
則
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
条
例
第
六
条
に
規
定
す
る
東
京
都
規
則

で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

額
を
償
還
す
る
方
法
と
す
る
。

区

分

償

還

額

令
和
九
年
度
に
償
還
す
る
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
一
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
九
年
度
及
び
令
和
十
年
度
に
償
還
す

る
額
の
合
算
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
二
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
九
年
度
か
ら
令
和
十
一
年
度
ま
で
の

期
間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
三
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
九
年
度
か
ら
令
和
十
二
年
度
ま
で
の

期
間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
四
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
九
年
度
か
ら
令
和
十
三
年
度
ま
で
の

期
間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
五
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
九
年
度
か
ら
令
和
十
四
年
度
ま
で
の

期
間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
六
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
九
年
度
か
ら
令
和
十
五
年
度
ま
で
の

期
間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
七
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

令
和
九
年
度
か
ら
令
和
十
六
年
度
ま
で
の

期
間
に
償
還
す
る
額
の
合
算
額

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
貸
付
金

の
額
の
九
分
の
八
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額

（
委
任
）

第
八
条

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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東
京
都
母
子
及
び
父
子
福
祉
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
四
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
六
十
八
号

東
京
都
母
子
及
び
父
子
福
祉
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
母
子
及
び
父
子
福
祉
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
規
則
第
三
百
二
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
四
項
中
「
附
則
第
七
条
第
六
項
」
を
「
附
則
第
八
条
第
六
項
」
に
、
「
附
則
第
八
条
第
二

項
」
を
「
附
則
第
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
附
則
第
七
条
第
七
項
」
を
「
附
則
第
八
条
第
七
項
」
に
、
「
附
則
第
八
条
第

二
項
」
を
「
附
則
第
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
女
性
福
祉
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
四
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
六
十
九
号

東
京
都
女
性
福
祉
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
女
性
福
祉
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
東
京
都
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
中
「
四
九
、
五
〇
〇
円
」
を
「
五
一
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
女
性
福
祉
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
別
表
第
一
及
び
別
表
第

二
の
規
定
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
以
後
の
申
請
に
係
る
女
性
福
祉
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
適
用

し
、
同
日
前
の
申
請
に
係
る
女
性
福
祉
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

旅
館
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
四
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
七
十
号

旅
館
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

旅
館
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
規
則
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
八
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

条
例
第
四
条
第
七
号
ホ
⑷
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
浴
槽
水
の
消
毒
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い

ず
れ
か
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

塩
素
系
薬
剤
に
よ
る
消
毒
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
消
毒
と
を
併
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ

と
。

二

モ
ノ
ク
ロ
ラ
ミ
ン
に
よ
る
消
毒
を
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
モ
ノ
ク
ロ
ラ
ミ
ン
濃
度

が
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
に
な
る
よ
う
に
保
つ
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
四
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
七
十
一
号

公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
規
則
第
二
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
九
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

条
例
第
三
条
第
一
項
第
八
号
の
三
ニ
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
浴
槽
水
の
消
毒
は
、
次
に
掲
げ
る

方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
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一

塩
素
系
薬
剤
に
よ
る
消
毒
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
消
毒
と
を
併
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ

と
。

二

モ
ノ
ク
ロ
ラ
ミ
ン
に
よ
る
消
毒
を
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
モ
ノ
ク
ロ
ラ
ミ
ン
濃
度

が
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
に
な
る
よ
う
に
保
つ
こ
と
。

第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
調
節
槽
を
使
用
す
る
と
き
の
措
置
）

第
十
条

条
例
第
三
条
第
一
項
第
八
号
の
四
の
規
定
に
よ
る
調
節
槽
内
部
の
清
掃
は
一
年
に
一
回
以
上

行
い
、
消
毒
は
一
週
間
に
一
回
以
上
行
う
も
の
と
す
る
。

別
記
第
十
号
様
式
及
び
別
記
第
十
一
号
様
式
中
「第

１０条

」
を
「第

１１条

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
別
記
第
十
号
様
式

及
び
別
記
第
十
一
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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